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挑戦する

　

直
接
目
に
す
る
機
会
は
少
な
い
も
の

の
、
私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
使
わ
れ
る
高
圧
ガ
ス
。
高
松

帝
酸
は
高
圧
ガ
ス
製
造
販
売
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
、
現
社
長
の
太
田
賀
久
さ
ん
は

3
代
目
に
当
た
り
ま
す
。
子
供
の
頃
か
ら

家
業
や
物
理
学
に
興
味
を
持
ち
、
学
生
時

代
は
実
験
の
楽
し
さ
に
夢
中
に
な
っ
た
と

言
い
ま
す
。

　

「
ガ
ス
は
元
素
か
ら
成
り
、
元
素
は
全

て
性
質
や
用
途
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
性
質
を
う
ま
く
生
か
す
こ
と
で
、
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
ん

で
す
。
ガ
ス
そ
の
も
の
で
は
他
社
と
品
質

差
が
つ
き
に
く
い
中
、
当
社
が
注
目
し
た

の
は
『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
』
と
い
う
考
え

方
で
し
た
」
と
太
田
社
長
が
振
り
返
る
の

は
、
転
機
と
な
っ
た
1
9
8
7
年
の
こ
と
。

ア
メ
リ
カ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

触
れ
た
「
住
空
間
を
丸
ご
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
売
り
場
の
作
り
方
」
に
ヒ
ン

ト
を
得
て
、
ガ
ス
の
性
質
や
機
能
を
よ
り

発
揮
す
る
た
め
の
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を

顧
客
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
、

独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
ガ
ス
の
需
要
が
高
い
鉄
鋼
溶

接
分
野
で
は
、
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
化

の
シ
ス
テ
ム
も
自
社
で
設
計
・
提
案
。
医

療
分
野
で
は
、
手
術
室
や
病
室
に
医
療
ガ

ス
を
供
給
す

る
設
備
を
自

社
で
設
計
施

工
。
四
国
の

病
院
の
多
数

が
同
社
の
医

療
ガ
ス
配
管

設
備
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

91
年
に
は

在
宅
酸
素
療
法
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
酸

素
ガ
ス
の
供
給
や
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
通
じ
て
、
医
療
機
関
と
患
者
と
の
パ
イ

プ
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ッ
素

ガ
ス
を
利
用
し
た
樹
脂
や
ゴ
ム
へ
の
表
面

処
理
技
術
を
開
発
す
る
ほ
か
、
水
素
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
す
る
燃
料
電
池
自
動
車
の
た

め
に
、
香
川
初
の
移
動
式
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
設
す
る
な
ど
、
次
々
と
活
躍

の
場
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
多
彩
な
事
業
展
開
を
支
え
て

い
る
の
は
、
顧
客
と
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
盤
技

術
者
を
育
成
す
る
社
内
体
制
で
す
。
配
管

施
工
や
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
自
動
化
シ
ス
テ

ム
、
I
o
T
、
医
療
介
護
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
専
門
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
が
入
社
後
に
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
道

を
歩
み
始
め
た
人
た
ち
。
「
入
社
し
て
初

め
て
当
社
の
ガ
ス
が
身
の
回
り
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
驚
く
社
員
も

多
い
で
す
ね
。
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
と

い
う
や
り
が
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
」

と
、
高
松
事
業
所
所
長
の
荒
木
聖
文
さ
ん
。

食
品
の
鮮
度
を
保
つ
ガ
ス
や
希
少
糖
研
究

に
使
わ
れ
る
ガ
ス
な
ど
、
食
品
用
ガ
ス
部

門
を
担
当
す
る
入
社
4
年
目
の
大
久
保
名

津
美
さ
ん
も
、
「
新
し
い
こ
と
を
学
び
、

社
会
に
発
信
で
き
る
喜
び
が
あ
る
仕
事
で

す
」
と
、
生
き
生
き
し
た
様
子
で
す
。

　

「
私
た
ち
は
ガ
ス
と
い
う
『
モ
ノ
』
で

は
な
く
、
ガ
ス
を
通
じ
て
顧
客
の
求
め
る

『
コ
ト
』
を
提
供
す
る
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
人
口
減
で
市
場
縮
小
と
い
わ
れ

る
四
国
で
も
、
13
拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
お
客
さ
ま
と
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
当
社
に
と
っ
て

は
、
四
国
の
お
客
さ
ま
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
に
な
れ
る
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
を
超
え
た
社
会
的

使
命
と
捉
え
て
い
る
事
業
も

多
く
、
希
少
糖
や
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
は
未
来
へ
の
夢

も
感
じ
て
い
ま
す
」
と
太
田

社
長
。
顧
客
に
寄
り
添
い
、

ガ
ス
を
通
じ
た
社
会
貢
献
に

取
り
組
む
同
社
の
、
深
い
使

命
感
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

「
モ
ノ
」
か
ら
「
コ
ト
」
へ

ガ
ス
を
通
じ
た
社
会
貢
献

他
社
と
差
別
化
を
図
る

圧
倒
的
な
提
案
力

人
の
役
に
立
つ
喜
び
と

使
命
感
を
胸
に
…

　今すぐビジネスにつながらなくと

も、夢がある─。確かな専門知識とと

もに、自社商材を「どう使いこなすか」

を日々研究し、社会貢献を目指し続

ける香川のものづくり企業を紹介し

ます。

問い合わせ先

（公財）かがわ産業支援財団 産学官連携推進課
 ☎087ー840ー0338

　　香川県産業技術センター（高松市郷東町587ー1）
☎ 087ー881ー3175
発酵食品研究所（小豆郡小豆島町苗羽甲1351ー1）
☎ 0879ー82ー0034
https://www.pref.kagawa.lg.jp/sangi/
Eメール：desk@itc.pref.kagawa.jp

荒木さん、大久保さん、太田社長（左から）

在宅医療用酸素濃縮装置

移動式水素ステーション
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住 所

創 業

高松帝酸株式会社

高松市朝日町5丁目14-1
1950年

 

☎087ー822ー5222
http://www.takatei.co.jp/

　香川県産業技術センターは、産業技術振興の中核機関

として、研究開発、技術相談・指導、依頼試験・分析、機器

開放、人材育成などを行い、地域企業の新製品開発や技

術の高度化などを支援しています。

　工業系部門と食品研究所は高松市郷東町に、発酵食品

研究所は小豆島町にあり、地域企業に密着し、その技術

ニーズに幅広く対応しています。

　まずはお気軽にご相談ください。


